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Vicious Walker Models 
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問題設定2 



3. 行列式過程 (determinantal process) 
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解答 
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4. マルチンゲール (martingale) 
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マルチンゲール＝賭博必勝法（倍賭け法） 
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① 1万円賭ける  
同額1万円を賭けた胴元との賭けに勝つ 
        ＋2万円を得る 

すぐに賭けをやめる 
  －1万円＋2万円＝1万円（手元に残る） 

負ける 
賭けを続ける 

② 倍の２万円を賭ける  
同額２万円を賭けた胴元との賭けに勝つ 
        ＋４万円を得る 

ここで賭けをやめる 
  （－1－２)万円＋4万円＝1万円（手元に残る） 

負ける 
賭けを続ける 

③ さらに倍の４万円を賭ける  

勝つまで倍賭け：勝ったところでやめる：いつも1万円残る 
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